










要約 

妊婦の交通機関利用が妊娠・分娩・胎児へ及ぼす影響について集計した5,805 例の結果は

以下の通りである。 

1.交通機関を利用した妊婦は全体の 46.0％を占めた。 

2.交通機関の種別では,自動車利用が最も多く,次いでバス,自転車,電車,自動二輪車の順

であった。 

3.妊娠に関する項目では,切迫流早産,妊娠悪阻,妊娠中毒症の発生頻度が,交通機関利用群

は対照群に比ば有意に高かった。 

4.前期破水の頻度は,交通機関利用群は対照群に比べ有意に高かった。 

5.分娩に関する項目では,交通機関利用群では対照群に比べ,骨盤位牽引術・帝王切開術に

有意の増加がみられたが,500g 以上の出血量は有意の減少がみられた。これら以外の項目

は,両者間に有意差はみられなかった。 

6.新生児に関する項目は,いずれも交通機関利用群との間に差はみられなかった。 


